
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
町
民
の
願
い

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

今
後
は
よ
り
一
層
慎

重
な
行
財
政
運
営
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

毎
年
大
き
な
赤
字
が
想

定
さ
れ
る
公
共
交
通
と
し

て
の
バ
ス
の
運
行
を
町
が

支
援
し
続
け
る
こ
と
は
大

変
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

「
Ⅰ
D
E
C
A
」
が

試
験
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

運
行
と
す
る
た
め
、
早
急

に
利
用
条
件
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。

実
証
運
行
の
結
果
等

を
踏
ま
え
て
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
対
象
者
の
拡
大

や
、
運
行
範
囲
の
拡
大
が

で
き
な
い
か
。

実
施
主
体
で
あ
る
社

協
が
高
齢
者
の
移
動
支
援

谷た
に

田だ

健け
ん

治じ  

議
員

策
と
し
て
実
施
計
画
を
策

定
し
井
手
町
有
償
運
送
運

営
協
議
会
に
お
い
て
、
現

在
実
証
運
行
が
行
わ
れ
て

い
る
。
社
協
か
ら
は
、
現

在
現
行
の
対
象
者
や
運
行

区
域
を
前
提
に
利
用
状
況

を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
対
象
者
や
運
行

区
域
の
拡
大
は
考
え
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
各
園
、
校
で

作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

小
・
中
学
校
は
対
策
を

記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

学
校
毎
に
作
成
し
て
お
り
、

全
教
職
員
に
周
知
徹
底
を

行
っ
て
い
る
。

暑
さ
指
数
計
は
各
園
、

校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
の

か
。

各
園
に
配
置
し
て
お

り
常
に
熱
中
症
の
危
険
度

を
確
認
し
な
が
ら
保
育
を

行
っ
て
い
る
。

保
育
園
は
基
準
を
設

け
て
お
り
、
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
は
運
動
場

や
体
育
館
で
測
定
を
行
っ

て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
体
育

館
に
空
調
設
備
の
設
置
を

計
画
的
に
進
め
る
の
か
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
、
各
校
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
く
運
用
の
徹
底
を

図
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
設

置
の
予
定
は
な
い
。
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住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

移
動
支
援
策
の
考
え
は

園
、
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
は

「
I
D
E
C
A
」の
実
証
運
行

の
状
況
を
注
視

西
島
町
長

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

対
策
を
実
施
し
て
い
る

花
木
住
民
福
祉
課
長

高
江
学
校
教
育
課
長

中
坊
社
会
教
育
課
長

他自治体で運行している町営バス

泉ヶ丘中学校　体育館

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



隣
家
の
樹
木
が
大
き

く
な
り
、
枝
葉
が
自
分
の

敷
地
に
入
っ
て
き
て
困
っ

て
い
る
と
、
よ
く
耳
に
す

る
。民

法
改
正
に
よ
り
、
今

回
新
た
に
で
き
た
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
住
民
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
周
知
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

越
境
さ
れ
て
い
る
土

地
の
所
有
者
が
一
定
の
条

件
の
も
と
で
あ
れ
ば
切
除

で
き
る
も
の
と
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
等

に
つ
い
て
は
町
の
広
報
誌

や
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
す
る
。

所
有
者
不
明
の
空
き

家
等
で
、
樹
木
が
越
境
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
に
つ

い
て
、
行
政
と
し
て
ど
の

よ
う
に
係
わ
っ
て
い
く
の

か
。

所
有
者
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
空
き
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
10
条
の
３
の
規
定

に
よ
り
、
必
要
な
情
報
の

提
供
を
求
め
る
権
限
が
あ

り
、
切
除
費
用
は
民
民
間

の
請
求
に
は
な
る
が
、
所

有
者
の
調
査
協
力
が
可
能

で
あ
り
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
る
。

越
境
さ
れ
た
側
の
住

民
が
樹
木
の
切
除
を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
費
用
は
誰

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。所

有
者
不
明
の
空
き

家
等
で
樹
木
が
越
境
し
て

い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
越
境
し
た
枝
の

切
除
に
係
る
費
用
は
、
枝

が
越
境
し
て
土
地
所
有
権

を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
や
、

越
境
さ
れ
た
側
が
枝
を
切

る
こ
と
に
よ
り
、
木
の
所

有
者
が
本
来
負
っ
て
い
る

枝
の
切
除
義
務
を
逃
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
基
本
的

に
は
、
樹
木
の
所
有
者
に

請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。

高
齢
で
あ
り
費
用
が

負
担
で
き
ず
、
本
人
の
手

で
切
除
が
で
き
な
い
よ
う

な
場
合
、
町
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

基
本
的
に
は
所
有
者

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

な
る
。
行
政
と
し
て
は
、

空
き
家
等
に
か
か
る
所
有

者
の
調
査
協
力
や
、
心
配

事
相
談
や
無
料
法
律
相
談

な
ど
で
越
境
さ
れ
た
側
が

切
る
場
合
の
対
応
や
所
有

者
側
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
け
る
よ
う

相
談
事
業
を
利
用
す
る
こ

と
が
最
適
だ
と
考
え
る
。

小こ

割わ
り

直な
お

彦ひ
こ  

議
員
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越
境
し
た
樹
木
の
伐
採
は

基
本
的
に
は

所
有
者
に
よ
る
対
応

山
本
地
域
創
生
推
進
室
長

菱
本
産
業
環
境
課
長

隣家より越境した樹木

空き家から越境した樹木

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



町
長
の
公
約
の
「
あ

す
を
創
造
す
る
教
育
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
中
学
校
ま
で
の
給
食

費
無
償
化
や
英
検
・
数
検

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
、

国
際
交
流
・
海
外
派
遣
事

業
等
の
府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
教
育
施
策
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
定
住
・
移

住
の
促
進
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
町
内
外

に
広
く
発
信
し
た
い
。

「
子
ど
も
た
ち
が
の

び
の
び
育
つ
ま
ち
づ
く

り
」
を
ど
う
推
進
す
る
の

か
。

府
立
井
手
や
ま
ぶ
き

支
援
学
校
と
の
交
流
事
業

を
さ
ら
に
促
進
、
図
書
館

等
の
新
た
な
機
能
を
活
用

し
た
、
よ
り
充
実
し
た
生

涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
。

現
在
、
取
り
組
ん
で
い

る
各
種
事
業
は
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、
文
化
協
会
等
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

着
実
に
進
め
た
い
。

「
生
涯
学
習
・
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
」
の
主
な
取
組

は
。「

玉
川
大
学
」「
人
権

の
つ
ど
い
」「
男
女
共
同

参
画
講
演
会
」
ス
ポ
ー
ツ

で
は
、
健
康
増
進
や
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
よ
う
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
出
前
指
導
を
継
続

実
施
。文
化
協
会
・
ス
ポ
ー

ツ
協
会
・
I
D
E
ゆ
う
ゆ

う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

各
種
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
充
実
に
努
め
た
い
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
復
元

事
業
や
源
氏
ボ
タ
ル
保
護

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
は
、

平
成
11
年
度
よ
り
南
丹
市

美
山
町
か
ら
、
許
可
を
得

て
借
り
受
け
て
い
る
。

今
年
度
も
５
月
に
カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
保
護
友
の
会
と

と
も
に
40
匹
程
度
を
玉
川

に
放
流
し
た
。
源
氏
ボ
タ

ル
は
、
６
月
に
車
の
ラ
イ

ト
を
抑
制
す
る
寒
冷
紗
を

設
置
。
生
息
数
の
推
移
を

は
か
る
た
め
成
虫
の
数
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
主
な
取
組
は
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
復

元
事
業
の
成
果
は
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護

友
の
会
に
よ
れ
ば
、
カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
の
声
が
聴
か
れ

た
な
ど
、
自
然
繁
殖
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

清
流
を
好
む
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
は
、
自
然
環
境
の
保

全
の
上
で
、
貴
重
な
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

識
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
環
境
保
全
に
取
り
組

む
。

田た

中な
か

保や
す

美み  

議
員
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「
あ
す
を
創
造
す
る
教
育
」本町
の
考
え
は

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
復
元
の
成
果
は

府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

教
育
施
策
を
継
続

西
島
町
長

中
田
教
育
長

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル

の
声
が
聴
か
れ
た

山
本
地
域
創
生
推
進
室
長

IDEゆうゆうスポーツクラブの活動風景

カジカガエル保護活動の様子

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



現
在
、
認
知
症
の
高

齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
や
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
認
知
症
初
期
症
状

が
見
ら
れ
た
時
か
ら
早
期

診
断
・
早
期
対
応
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
家
族
へ

の
相
談
支
援
や
医
療
機
関

と
の
連
携
等
を
実
施
し
て

い
る
。

昨
年
度
か
ら
は
、
自
ら

の
認
知
機
能
を
把
握
で
き

る
よ
う
、
相
談
の
場
や
集

い
の
場
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
「
認
知
症
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、
脳

ト
レ
教
室
へ
の
参
加
や
医

療
機
関
受
診
の
動
機
付
け

と
な
る
取
組
も
進
め
て
い

る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

徘
徊
等
に
よ
り
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方

を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ

う
に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
「
井
手
町

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
構
築
し
、
見
守
り
が
必

要
な
方
の
名
前
や
特
徴
な

ど
の
情
報
を
事
前
に
登
録
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

高
齢
福
祉
課
を
連
絡
先
と

し
て
表
示
で
き
る
圧
着
タ

イ
プ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配

布
し
て
い
る
。

出
生
届
を
提
出
さ
れ

た
際
、
自
治
体
が
独
自
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
用
紙
に
、

生
ま
れ
た
子
ど
も
の
名
前

こ
れ
ま
で
か
ら
他
の

自
治
体
に
先
ん
じ
て
、

様
々
な
子
育
て
支
援
を
し

て
き
て
い
る
が
、
令
和
３

年
度
か
ら
、
子
ど
も
の
誕

生
を
祝
い
、
子
育
て
世
帯

を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
出
生
後
最
初
に

本
町
に
住
民
票
を
置
か
れ

た
子
ど
も
の
保
護
者
に
対

し
、
１
人
あ
た
り
10
万
円

を
記
し
た
「
命
名
書
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
動
き
が

全
国
的
に
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
本
町
の
考
え
は
。

の
出
産
応
援
給
付
金
の
支

給
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の

際
、誕
生
の
「
お
祝
い
状
」

も
同
封
し
て
い
る
。

命
名
書
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
こ
の
「
お
祝

い
状
」
を
更
に
「
命
名
書
」

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す

る
な
ど
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

岡お
か

田だ

久ひ
さ

雄お  

議
員
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見
守
り
シ
ー
ル
の
導
入
は

出
生
記
念
と
な
る
「
命
名
書
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は

圧
着
タ
イ
プ
を
配
布

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

お
祝
い
状
を
更
に工夫

す
る

花
木
住
民
福
祉
課
長

新生児から安心して子育てできる更なる支援環境を

高齢者SOSシール

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



２
０
２
５
年
問
題
を

見
据
え
た
高
齢
者
福
祉
施

策
に
つ
い
て
考
え
は
。

介
護
予
防
・
重
症
化

防
止
の
推
進
を
柱
に
し
て
、

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
組

を
進
め
る
。

２
０
２
５
年
時
点
で

の
後
期
高
齢
者
数
の
推
計

と
町
人
口
に
対
す
る
割
合

は
。

後
期
高
齢
者
数
は

１
４
９
４
名
、
割
合
は

21
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
高
齢
者
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、

分
析
資
料
な
ど
か
ら
見
る

そ
の
特
徴
は
。

高
齢
者
の
全
体
数
は

減
少
し
て
い
る
が
、
要
介

護
認
定
者
数
は
横
ば
い
で

推
移
し
て
お
り
、
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
健
康
な

状
態
で
の
生
活
維
持
の
た

め
早
期
か
ら
の
虚
弱
状
態

の
予
防
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。２

０
２
５
年
の
認
知

症
高
齢
者
数
の
推
計
と
そ

の
対
策
は
。

４
６
９
人

と
推
計
し
て
い

る
。
対
策
に
つ

い
て
は
「
脳
ト

レ
教
室
ひ
ま
わ

り
」
の
開
催
、

「
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
に

よ
る
支
援
。「
認

知
症
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
活
用
、

「
ひ
ま
わ
り
カ

フ
ェ
」
や
「
認

知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
に

も
取
組
で
い
る
。

※
２
０
２
５
年
問
題
と
は
…

団
塊
世
代
が
75
歳
以

上
に
到
達
し
、
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
要
介
護
者
の
急

増
等
が
見
込
ま
れ
る
社

会
問
題

基
金
積
み
立
て
さ
れ

て
い
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
直
近
で
の
総
額
は
。

今
年
度
の
森
林
環
境

譲
与
税
の
交
付
金
額
は
。

令
和
４
年
度
と
同

額
の
配
分
予
定
。
年
額

１
６
５
万
円
の
譲
与
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

本
町
に
お
け
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況

は
。

森
林
経
営
管
理
制
度

に
活
用
を
し
て
い
る
。
防

災
対
策
の
観
点
か
ら
、
昨

年
度
は
優
先
度
の
評
価
に

基
づ
き
所
有
者
に
意
向
調

令
和
５
年
８
月
末

現
在
で
の
基
金
残
高
は
、

１
８
６
万
３
４
０
０
円
。

査
を
実
施
し
て
き
た
。
森

林
経
営
が
困
難
と
判
断
し

た
森
林
に
お
い
て
、
町
が

主
体
と
な
っ
て
、
今
年
度

は
間
伐
等
を
実
施
す
る
予

定
。

今
後
の
財
源
の
活
用

予
定
や
森
林
整
備
等
に
お

け
る
展
望
は
。

現
地
調
査
を
行
な
っ

た
森
林
に
つ
い
て
意
向
調

査
等
を
実
施
し
、
林
業
経

営
者
の
意
向
も
確
認
し
な

が
ら
適
切
な
管
理
を
進
め

て
い
き
た
い
。

脇わ
き

本も
と

尚た
か

憲の
り  

議
員
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今
後
の
高
齢
者
施
策
の
考
え
は

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
は

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
取
組
を
進
め
る

西
島
町
長

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
も

森
林
環
境
の
管
理
を
進
め
る

菱
本
産
業
環
境
課
長

町立デイサービスでの体操の様子

新庁舎から見える自然豊かな本町の山並み

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



住
民
が
い
っ
た
ん
待

機
を
行
っ
た
場
所
か
ら
避

難
所
へ
移
動
を
行
う
こ
と

は
可
能
か
。

住
民
の
方
が
自
宅
か

ら
避
難
所
へ
の
移
動
に
際

し
、
支
援
が
必
要
と
の
情

報
が
入
っ
た
場
合
に
は
消

防
団
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

避
難
所
ま
で
安
全
に
移
動

し
て
い
る
。

一
時
的
に
避
難
し
た
場

合
な
ど
、
そ
の
時
々
の
状

況
に
合
わ
せ
て
、
消
防
団

や
自
主
防
災
組
織
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
安
全
に
避

難
所
へ
の
移
動
は
可
能
で

あ
る
。今

後
防
災
拠
点
と
考

え
ら
れ
て
い
る
新
庁
舎
に
、

住
民
が
避
難
を
行
う
こ
と

は
出
来
る
か
。

新
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
も
引
き
続
き
避
難

所
と
位
置
付
け
て
い
る
。

中
庭
で
あ
る
ド
マ
部
分
も

災
害
時
等
に
は
防
災
広
場

と
し
て
の
機
能
も
有
し
、

一
時
避
難
場
所
と
し
て
の

利
用
も
可
能
で
あ
る
。

今
後
、
防
災
会
議
・
地

域
住
民
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
な
ど
に
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
防

災
計
画
の
策
定
な
ど
、
住

民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

広
く
集
め
、
反
映
さ
れ
て

い
く
の
か
。

こ
れ
ま
で
か
ら
マ
イ

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
時
に
、

避
難
所
ま
で
の
安
全
な
避

難
経
路
や
危
険
個
所
な
ど
、

地
域
住
民
の
意
見
を
伺
い
、

地
区
ご
と
の
避
難
方
法
等

を
反
映
し
た
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
。

防
災
会
議
等
の
専
門
的

な
意
見
は
も
と
よ
り
、
地

域
住
民
の
幅
広
い
意
見
も

う
か
が
え
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
活
用
も

検
討
し
、
有
事
の
際
に
円

滑
に
避
難
で
き
る
有
効
な

計
画
と
な
る
よ
う
努
め
た

い
。

※
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
…

災
害
時
に
発
生
す
る

状
況
を
あ
ら
か
じ
め
想

定
し
、「
い
つ
」「
誰
が
」

「
何
を
す
る
か
」
に
着

目
し
て
、
防
災
行
動
を

時
系
列
に
整
理
し
た
計

画
の
こ
と

鎌か
ま

田だ

隆た
か

宏ひ
ろ  

議
員
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避難所としても利用出来る新山吹ふれあいセンター

消防団の待機場所に一時避難も

新
庁
舎
へ
の
避
難
は
可
能
か

新
山
吹
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
は
可
能

西
島
町
長

脇
本
総
務
課
長

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



府
町
村
議
員
研
修
会

市
町
村
議
会
特
別
セ
ミ
ナ
ー

京
都
府
町
村
議
会
広
報
編
集

　
　
　正
副
委
員
長
研
修
会

７
月
31
日
・
８
月
１
日
の
２
日
間
、
全
国
市
町

村
国
際
文
化
研
究
所
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

田
中
議
員
と
と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
岡
山
県
真
庭
市
長
の
太
田
昇
氏
の

『
脱
炭
素
先
行
地
域
「
真
庭
」
の
挑
戦
～
地
域
資

源
を
生
か
し
た
真
庭
市
の
戦
略
』
次
に
、
一
般
社

団
法
人
人
口
減
少
対
策
総
合
研
究
所
理
事
長
河
合

雅
司
氏
の『
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
方
創
生
』

の
講
演
で
し
た
。

２
日
目
は
、
芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部

教
授
原
田
曜
平
氏
の
「
Ｚ
世
代
と
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
」
次
に
、
株
式
会
社
あ
わ
え
代
表
取
締

役
吉
田
基
晴
氏
の
「
地
域
づ
く
り
の
秘
訣
」
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
２
日
間
、

講
師
の
方
々
に
大

変
貴
重
な
お
話
、

体
験
談
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
今

後
は
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
戦
略

～
地
域
づ
く
り
の
秘
訣
」

小
割
直
彦

8
月
８
日
に
京
都
府
自
治
会
館
ホ
ー
ル
で
広

報
編
集
正
副
委
員
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
未
来

交
創
株
式
会
社
の
前
田
安
正
氏
に
よ
る
「
住
民
読

者
の
視
点
に
た
っ
た
広
報
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

『
広
報
誌
を
編
集
す
る
際
に
大
切
な
こ
と
は
情

報
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
簡
潔
か
つ

起
承
転
結
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
広
報
誌

を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
相
手
の
時
間
を
奪
っ

て
い
る
。
読
み
手
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
も
大
切

だ
。』と
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

研
修
の
内
容
は

議
会
広
報
委
員
会

で
情
報
共
有
し
、

今
後
の
広
報
誌
作

り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
読
み
手
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
も
大
切
」

委
員
長
脇
本
尚
憲

７
月
20
日
に
京
都
テ
ル
サ
で
、
府
内
全
町
村
議

会
議
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
第

１
部
で
は
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
解
説
員
の
高
岡
達

之
氏
に
よ
る
『
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
か
ら
～
“
キ
ー

ワ
ー
ド
”
で
読
む
こ
れ
か
ら
の
政
治
・
経
済
～
』

の
講
演
が
あ
り
、
観
光
や
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

企
業
名
な
ど
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
、
興
味
を
引

く
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
長
内
紳
悟
氏
に
よ
る
『
議
会

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ
Ｘ
』
の
講
演
が
あ
り
、

議
会
事
務
局
職
員
と
し
て
の
経
歴
を
も
と
に
、
デ

ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
議
会

改
革
に
つ
い

て
お
話
い
た

だ
き
、
議
員

資
質
の
さ
ら

な
る
向
上
及

び
情
報
収
集

を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

「
議
員
資
質
の
さ
ら
な
る

向
上
を
目
指
し
て
」

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
木
村
武
壽受講風景

正副委員長で参加しました

研修会場の入口にて
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特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

研
修
報
告



市
町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

新
人
議
員
紹
介

８
月
17
・
18
日
に
全
国
市
町
村
文
化
研
究
所
で

行
わ
れ
た
「
自
治
体
予
算
を
考
え
る
」
の
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
・
J
I
A
M
客
員
教
授

の
金
崎
健
太
郎
氏
か
ら
、
１
日
目
は
、「
自
治
体

予
算
の
原
則
」「
歳
入
予
算
の
基
礎
と
歳
出
予
算

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
２
日
目
は
、

「
財
政
の
現
状
把
握
、
財
政
診
断
と
地
方
公
会
計

の
活
用
」に
つ
い
て
の
講
演
・
演
習
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
予
算
の
基
礎
か
ら
わ
か
り
易
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
予
算
は
住
民
に
も
理
解
し

や
す
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

演
習
で
は
他
市
町
村
の
議
員
の
方
た
ち
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

予
算
や
決
算
の
取
組

を
聞
く
こ
と
が
出
来
、

こ
れ
か
ら
本
町
で
も

取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
う
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

「
自
治
体
予
算
を
考
え
る
」鎌

田
隆
宏

8
月
23
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
京
都
で
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
体
広

報
広
聴
研
究
所
の
金
井
茂
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
て

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
事
前
研
修
で
は
、『
伝
え
る
と
伝
わ
る
は
イ
コ
ー

ル
で
は
な
く
読
者
を
意
識
し
た
編
集
が
必
要
』
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
20
自
治
体
す
べ
て
の
議
会
広
報
誌

に
対
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
具
体
的
な
編
集
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
本
町
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
も
、
文
字
の
大
き
さ

や
行
間
の
バ
ラ

ン
ス
、
リ
ー
ド

文
な
ど
の
助
言

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
広
報

誌
作
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
」

委
員
長
脇
本
尚
憲

8
月
13
日
に
行
わ
れ
た
井
手
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
新
人
議
員
と
役
職

を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員

議
会
広
報
編
集
委
員

議
会
活
性
化
特
別
委
員

議
会
運
営
委
員

産
業
厚
生
常
任
委
員

議
会
広
報
編
集
委
員

交
通
対
策
特
別
委
員

議
会
活
性
化
特
別
委
員
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編集ポイントについてアドバイスを受けました

今後の議員活動に生かしていきます

木村 健太
（きむら けんた）

谷田 健治
（たにだ けんじ）

若い力でまちを
盛り上げていきます

公約実現のため
頑張ります

特
集
・
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

研
修
報
告



第
85 号

令
和
５
年（
2023年

）
10月

発
行

最後に「テオテラスいで」のPRをどうぞ。

「テオテラスいで」とは、どのような施設ですか。 営業時間は、決まっていますか。

新米記者いでたんが町に出かけて、まちのこといろいろ聞いてみます。

今回は9月9日に新庁舎となりにオープンした
「テオテラスいで」代表の中谷英輔さんに

インタビューをしてきました。

　　　

いでたん

今後は、どのようなイベントをお考えですか。

10/21㈯、11/18㈯やまぶきフリーマーケットを開催予定です。

物販販売には、どのようなものがありますか。

「農産物等直売所」の商品は、どこから集められますか。

　井手町内及び周辺市町村から取り寄せています。

取材協力ありがとうございました！！

おすすめのメニューは、ありますか。

地元の特産品が豊富に揃っています マスコットキャラクターのテオテラスちゃん濃厚な味で大人気の井手黄金プリン

　地域交流施設として、地元の農産物や特産品、日

用品を扱う物販エリアや地元ならではの、食事や飲

み物を味わっていただけるカフェエリアを併設してい

ます。

カフェは、8：00～16：00まで、

　直販所は、9：00～16：00まで、

定休日は、毎週月曜日です。

⒈新鮮な野菜、果物、お米、そして地域独自の加工品

など、井手町ならではの味覚を堪能できます。

　黄金プリンも人気です。

⒉井手町の住民や地域コミュニティが手作りした商品

やアクセサリーやカバンなど、個性的なアイテムが

販売されています。

⒊京都の魅力あるお酒のほか、日本酒、ワイン、ウィス

キー、ビールなどを取り扱っています。

⒋周辺地域にお住いの方が、日常のお買い物を楽しめ

るエリアを設けています。

　（お弁当、パン、調味料や、カップ麺など）

　井手のご当地メニュー「井手じゃんめん」は、井手町

商工会青年部が開発した、当店イチオシのピリ辛味噌

ラーメンです。

デザートの抹茶ソフトクリームは、地元、小川武治茶

舗の厳選宇治抹茶を使用した贅沢なソフトクリームで、

ミルク・抹茶・ミックスの3種類をご用意しております。

※これからどんどん新しいメニューを企画しておりますので、

　ご期待下さい。

「テオテラス」の由来は、「手を照らす」。　井手の「手」は、「ひと」を助け、「ひと」とつなげば、温かさを感じること

ができます。　施設内はテラスが多く、休憩、ランチ、ティータイムの素敵な時間を過ごせる空間です。

　橘氏の氏寺「井堤寺」の五重塔基壇跡を眺めながら、歴史と自然豊かな井手町を楽しんでいただけます。

　ぜひお越しになってください。　笑顔で皆様のお越しをお待ちしております。
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